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問題 

 少子化は、先進諸国共通の現象である。近年欧州諸国を中心に、経済・労働市場等の将来

展望である未来の物語が若者の家族形成に影響を与えることが注目されている。今後若年

雇用が悪化するという将来展望は若者たちの出生意図を低下させて、それが改善するとい

う将来展望は出生意図を上昇させるという結果が実験的研究でえられている (Lappegård 

et al. 2022, Vignoli et al. 2020, Vignoli et al. 2022)。社会の悲観的な将来展望は、欧州諸国

における近年の出生力低下の理由の一端を説明する。 

 本研究の目的は、欧州諸国と異なるコンテクストを持つ日本において、社会の将来展望が

若者の家族形成に影響することを要因配置実験によって分析することである。日本の特徴

は、長らく経済成長が低迷し、不安定雇用が増え、30 年間賃金が上がらなかったことであ

る。また、毎年のように少子化・人口減少についての悲観的な展望がなされている。さらに、

それらに対して政策的な対応が課題となっている。これをふまえて、労働市場/少子化・人

口減少/政策についての未来の物語が未婚者の結婚・出生の意図に与える影響を解明する。 

 

方法  

本研究が使用したのは、2025 年 12 月に、（株）クロス・マーケティングの登録パネルを

用いてオンラインで実施した要因配置実験のデータである。対象者は 23～32 歳の未婚かつ

子どものいない男女 2,270 人である。この調査では、架空の将来展望のシナリオを書いたヴ

ィネット（労働市場/少子化・人口減少/政策の 3 つ次元それぞれについて、ポジティブ/現状

維持/ネガティブの 3 つのシナリオ）をランダムに 1 人につき 6 回提示して、そのヴィネッ

トごとに結婚意図と出生意図を測定した。これを人・ヴィネット単位のロング形式データに

した上で、結婚意図/出生意図を被説明変数としたマルチレベル分析を実施した。 

 

結果  

 主な研究結果は、次のとおりである。第一に、労働市場のポジティブ（ネガティブ）な将

来展望は、個人の結婚・出生意図を高める（低くする）。第二に、少子化・人口減少のネガ

ティブな将来展望は、個人の結婚・出生意図を低くする。第三に、政策（労働政策と少子化

対策）のポジティブ（ネガティブ）な将来展望は、個人の結婚・出生意図を高める（低くす

る）。政策の将来展望は、結婚意図よりも出生意図により関係する。 

 


